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１．はじめに 

近年、芸術祭等において、野外にアート作品の展示

をおこない、来場者に直に作品に触れてもらうことに

より、作品体験を促す事例が多くみられる。また、そ

のようなアート展へ建築作品（仮設物を含む）を展示

し、地域のコミュニティへ働きかける試み（大地の芸

術祭越後妻有アートトリエンナーレ等の出展作品群等）

もみられる。 

本稿においては、小規模な建築要素の屋外展示によ

り、来場者がどのようなアクティビティをおこなうか

を把握することへつながる一試行をおこない、今後の

参加型コミュニティ形成へのプロセスの手がかりをさ

ぐることを、当初の目的としている。 

2021年 10月 30日に開催された、武蔵野大学オープンキ
ャンパスにおいて、武蔵野大学文学部日本文学文化学科

土屋近現代文学部ゼミが主催し『令和文学女子推し本展』

を開催。その展示会場構成計画を、工学部建築デザイン

学科水谷俊博研究室が協働でおこない、小規模な木造の

仮設建築物の要素を野外に展示をおこなうプロジェクト

の実践をおこなった。対象敷地は、大学キャンパス内の

「むさし野文学館」と連動するかたちで、文学館が入る

施設「紅雲台」の北東部外構の周辺で開催した。 

■展示風景（紅雲台前、北東側から眺める）  
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２．むさし野文学館概要 
 むさし野文学館は、「内向の世代」の批評家として幅広

く活躍した日本の文芸評論家の秋山駿氏、装幀家の秋山 
法子氏が逝去するまでに所蔵していた約 1万 5000点の蔵
書等を開架、展示した施設である。武蔵野大学のキャン

パス内にある建物「紅雲台」の一角の部屋を改修し、武

蔵野に関連するアーカイヴ資料を収集、公開すると同時

に、WEB を通じた日本の文学文化の発信や映画製作等も
行っている。おびただしい数の書籍等の資料を限られた

ヴォリュームの中に効率よく収納するとともに、収蔵物

（本）そのものを来場者に魅せ、そして直に触れること

で、文学の息吹を体感できるような空間づくりをおこな

っている。また、学内の学生ばかりでなく、地域に開か

れた空間となっており（展示期間の 2021年 10月現在にお
いては、新型ウィルスの影響で閉館中）、来館者は蔵書を

手に取ることができる。本プロジェクトは、この「むさ

し野文学館」と連動したプログラムとして実施された。   

３．令和文学女子推し本展概要 
『令和文学女子推し本展』(主催：武蔵野大学文学部日
本文学文化学科第 18 期土屋近現代ゼミ、後援：武蔵野大
学経営企画部大学入試センター)は、オープンキャンパス
に参加する高校生に向けて、文学の魅力をオープンキャ

ンパスに参加する高校生に向けて発信する展示企画であ

る。展示コンテンツは、ゼミがおすすめする本、すなわ

ち「推し本」をセレクトし、選出した書籍の紹介と推薦

内容を記載したパネルの掲示をおこなう。 
展示対象の書籍は下記の一覧の通りである。 

■むさし野文学館本棚上部からの眺め 

■作品設置の様子（建築学科と文学部学生の協働） ■作品展示の様子 

■むさし野文学館内観 
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４．展示空間の詳細 

展示空間はフレームの形状をデザイン・モチーフとし

ている。大小のスケールのフレームを設計し、本のペー

ジ自体をフレームとして表現することで、本の世界を身

体スケールでめぐることができる空間を実現している。

大きなフレームは本のページ全体を表現し、推し本の紹

介と推薦文を記したパネルをはめ込む小さいフレームは、

本の内容にフォーカスしている。 
 大きいフレームは２つの木集成材フレームを T字型に接
続させ 1つのユニットとして自立させている。ユニットⅠ
は 1860mm×960mm のフレームと 1660mm×1160mm のフ
レームの組み合わせ、ユニットⅡは 1660mm×910mm の
フレームと 1460mm×1160mm のフレームの組み合わせ、
ユニットⅢは 1860mm×960mm のフレームと 1460mm×

1160mmのフレームの組み合わせで構成している。 
 小さいフレームは一溝ヒノキの 12mm×12mm 角材を使
用し、４つの頂点の接合部の面積が小さいためタッカー               

 
で固定するかたちを採用。一溝角材を使用することで、 
本の紹介文と推薦文を記載した 1mm のパネルを角材の中
心にはめ込めこむかたちの展示部材を作成しており、フ

レームとパネルの接合部をフレームの表裏に露出しない

ことと、フレームとパネルの固定強度を高める配慮をお

こなっている。小さいフレームは 8 種類の寸法(182mm×

257mm、 105mm× 148mm、 148mm× 210mm、 210mm×

297mm、 297mm× 420mm、 420mm× 594mm、 120mm×

150mm、直径 140mm)で構成している。大きいフレーム 1
つにつき、小さいフレームは様々な大きさ・向きになる

よう 3～6 枚を配置・連結しながら設置し、鑑賞者にとっ
て多様な見え方になるようレイアウト計画をおこなって

いる。小さいフレームと大きいフレームの固定は透明の

テグスによって施工し、屋外で作品を展示した際、大き

いフレームのなかに小さいフレームが浮遊しているよう

な軽快さを演出している。 

■展示空間構成要素の概要図（立面図、平面図） 
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５．おわりに（制作過程とプロジェクト記録の活用） 

本プロジェクトにおいては、企画・制作段階における

参加型（日本文学文化学科の学生との協働）の計画（施

工含む）の実践を行った。参加型でモノをつくる過程か

ら展開し、制作後の建築要素による参加型コミュニティ

形成の考察の実践を今後の課題としたい。 
また、展示と並行して、本プロジェクトの企画、制作

過程、作品展示の一連の流れを、イメージ PV および記録
動画としておさめるかたちで、各段階における取材、及

び、映像の撮影が、放送事業（ケーブルテレビ）企業の

J:COM 西東京によっておこなわれた。本記録を参考資料

として活用することもふまえて、今後の考察の一助とな

ることを想定している。 
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■制作風景をケーブルテレビが取材撮影する様子 

■展示空間に関するインタビューの様子 ■制作過程に関するインタビューの様子 
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